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(57)【要約】
　本明細書は、内視鏡の遠位端に流体を供給する１つ以
上の流体路を通る流体流を制御する制御機構について記
載する。内視鏡には、外部源から内視鏡内の流体路の組
合せへの流体流を制御して、マルチ噴流内視鏡アセンブ
リの前方噴流開口と側方噴流開口に流体を供給するポン
プが設けられる。ポンプは、好ましくは、内視鏡の前方
噴流開口、又は前方噴流開口と側方噴流開口とのいずれ
かへの流体の制御を可能にする２方向ポンプである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の外部の流体源から前記内視鏡の遠位端内に配置された複数の流体路への流体の
流方向を制御する装置であって、
　流体路の第１の組合せと流体路の第２の組合せとを備えるチューブと、
　前記チューブに接続されたポンプであって、前記外部の流体源からの流体を、前記流体
路の第１の組合せと前記流体路の第２の組合せとの少なくとも１つに導くように適合され
た、前記ポンプと、
　前記ポンプを始動させるコントローラであって、当該コントローラの第１の始動時に前
記ポンプが流体を前記流体路の第１の組合せに導くように構成され、当該コントローラの
第２の始動時に前記ポンプが流体を前記流体路の第２の組合せに導くように構成される、
前記コントローラと、
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記ポンプが蠕動ポンプである、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記コントローラを制御するユーザトリガをさらに備え、前記ユーザトリガは、ボタン
を備え、前記ボタンは、前記ボタンを押すと前記コントローラの前記第１の始動が生じ、
前記ボタンを２度押すと前記コントローラの前記第２の始動が生じるように構成される、
請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記コントローラを制御するユーザトリガをさらに備え、前記ユーザトリガは、レバー
を備え、前記レバーは、当該レバーを引くと前記コントローラの前記第１の始動が生じ、
当該レバーを押すと前記コントローラの前記第２の始動が生じるように構成される、請求
項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記コントローラを制御するユーザトリガをさらに備え、前記ユーザトリガは、ペダル
を備え、前記ペダルは、当該ペダルを踏むと前記コントローラの前記第１の始動が生じ、
当該ペダルを２度踏むと前記コントローラの前記第２の始動が生じるように構成される、
請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記流体路の第１の組合せと前記流体路の第２の組合せとは、前記チューブ内に共に配
置される、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記流体路の第１の組合せは、前記内視鏡の遠位端の前方噴流開口を通って開口する流
体路を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記流体路の第２の組合せは、前記内視鏡の遠位端の前方噴流開口と前記内視鏡の遠位
端の少なくとも１つの側方噴流開口とを通って開口する流体路を備える、請求項１に記載
の装置。
【請求項９】
　前記ポンプは、前記コントローラの前記第１の始動時に前記流体路の第１の組合せを経
由して第１の方向に流体を導き、前記コントローラの前記第２の始動時に前記流体路の第
２の組合せを経由して第２の方向に流体を導くように構成されており、前記第１の方向は
、前記第２の方向とは異なる、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記外部の流体源と前記ポンプとの間に配置された第１の流体路内の第１の逆止弁と、
前記外部の流体源と前記ポンプとの間に配置された第２の流体路内の第２の逆止弁とをさ
らに備え、前記第１の流体路は、前記第２の流体路から分離している、請求項１に記載の
装置。



(3) JP 2019-516510 A 2019.6.20

10

20

30

40

50

【請求項１１】
　前記第１の流体路は、前記流体路の第１の組合せと流体連通し、前記第２の流体路は、
前記流体路の第２の組合せと流体連通し、前記第１の流体路は、前記流体路の第２の組合
せと流体連通しておらず、前記第２の流体路は、前記流体路の第１の組合せと流体連通し
ていない、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　内視鏡の外部の流体源から前記内視鏡内に配置された複数の流体路への流体の流方向を
制御する方法であって、
　ユーザ入力をトリガに受けるステップと、
　前記トリガに基づき、コントローラを用いてチューブに接続されたポンプを始動するス
テップと、を備え、前記チューブは、流体路の第１の組合せと流体路の第２の組合せを備
え、前記ポンプは、前記ポンプの第１の始動時に、前記外部の流体源から前記流体路の第
１の組合せへの第１の方向に流体を流れさせ、前記ポンプの第２の始動時に、前記外部の
流体源から前記流体路の第２の組合せへの第２の方向に流体を流れさせる、方法。
【請求項１３】
　前記ポンプは、蠕動ポンプである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記トリガは、ボタンを備え、前記ボタンを１度押すと前記ポンプの前記第１の始動が
可能になり、前記ボタンを２度押すと前記ポンプの第２の始動が可能になる、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１５】
　前記トリガは、レバーを備え、前記レバーを引くと前記ポンプの前記第１の始動が可能
になり、前記レバーを押すと前記ポンプの前記第２の始動が可能になる、請求項１２に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記トリガは、レバーを備え、前記レバーを１度引く又は押すと前記ポンプの前記第１
の始動が可能になり、前記レバーを２度押す又は引くと前記ポンプの前記第２の始動が可
能になる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記トリガは、ペダルを備え、前記ペダルを１度押すと前記ポンプの前記第１の始動が
生じ、前記ペダルを２度押すと前記ポンプの前記第２の始動が生じる、請求項１２に記載
の方法。
【請求項１８】
　前記流体路の第１の組合せと前記流体路の第２の組合せとは、前記チューブ内に共に配
置される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記流体路の第１の組合せは、前記内視鏡の遠位端の前方噴流開口を通って開口する流
体路を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記流体路の第２の組合せは、前記内視鏡の遠位端の前方噴流開口と前記内視鏡の前記
遠位端の少なくとも１つの側方噴流開口とを通って開口する流体路を備える、請求項１２
に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ポンプは、前記ポンプの前記第１の始動時に前記流体路の第１の組合せを経由して
第１の方向に流体を導き、前記ポンプの前記第２の始動時に前記第２の組合せの流体路を
介して第２の方向に流体を導くように構成され、前記第１の方向は、前記第２の方向とは
異なる、請求項１２に記載の方法。
【請求項２２】
　前記外部の流体源と前記ポンプとの間に配置された第１の流体路内の第１の逆止弁と、
前記外部の流体源と前記ポンプとの間に配置された第２の流体路内の第２の逆止弁とをさ
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らに備え、前記第１の流体路は、前記第２の流体路から分離している、請求項１２に記載
の方法。
【請求項２３】
　前記第１の流体路は、前記流体路の第１の組合せと流体連通し、前記第２の流体路は、
前記流体路の第２の組合せと流体連通し、前記第１の流体路は、前記流体路の第２の組合
せと流体連通しておらず、前記第２の流体路は、前記流体路の第１の組合せと流体連通し
ていない、請求項２２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書は、概して前方噴流開口と少なくとも１つの側方噴流開口とを備え、流体路を
介して流体が供給される内視鏡アセンブリと、噴流開口を通る流体の流れの方向を制御す
るシステムと、に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、医師が患者の体内解剖学的構造を見られるようにしながら、患者の外傷を最
小限にとどめて医療処置を行う手段を提供する。長年にわたり、膀胱鏡検査、結腸内視鏡
検査、腹腔鏡検査、上部消化器内視鏡検査などの特定の用途に応じて多数の内視鏡が開発
され、分類されてきた。内視鏡は、身体の天然の開口に、又は皮膚の切開を通じて挿入し
得る。
【０００３】
　内視鏡は、通常、その遠位端にビデオカメラ又は光ファイバーレンズアセンブリを有す
る剛性又は可撓性の細長管状シャフトである。該シャフトは、患者の解剖学的構造を直接
見ることができるように視覚素子を含み得るハンドルに接続される。異なる外科処置を行
うために、様々な外科用器具が、内視鏡の作業路を通じて挿入され得る。
【０００４】
　現在使用されている結腸鏡や胃鏡などの内視鏡は、たとえば、結腸に見つかるポリープ
を除去するために、通常は、結腸などの臓器を見る前方カメラと、照明器と、カメラレン
ズを洗浄する流体注入器と、外科用器具を挿入するための作業路等とを有する。内視鏡は
、それらが挿入される体腔（たとえば、結腸）を洗浄するための流体（「噴流」）注入器
も有する場合が多い。
【０００５】
　体腔又は内視鏡の一部を迅速かつ効率的に洗浄するために、内視鏡先端の複数の流体注
入器又は噴流開口へ、流体を同時及び多方向に供給することができる内視鏡が、当該技術
分野において必要とされている。
【発明の概要】
【０００６】
　以下の実施形態及びその側面は、システム、ツール、及び、方法と併せて説明及び図示
されているが、それは例示的かつ説明的であって、範囲を限定するものではないと意図さ
れる。
【０００７】
　本明細書は、内視鏡の外部の流体源から、内視鏡の遠位端内に配置された複数の流体路
への流体の流方向を制御する装置を開示しており、該装置は、流体路の第１の組合せと流
体路の第２の組合せとを備えるチューブと、チューブに接続されたポンプであって、外部
源からの流体を、流体路の第１の組合せと流体路の第２の組合せとの少なくとも１つに導
くように適合されたポンプと、ポンプを作動させるコントローラであって、コントローラ
の第１の始動時にポンプが流体を流体路の第１の組合せに導くように構成され、コントロ
ーラの第２の始動時にポンプが流体を流体路の第２の組合せに導くように構成されるコン
トローラと、を備える。
【０００８】
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　選択的に、ポンプは、蠕動ポンプである。
　選択的に、装置は、コントローラを制御するユーザトリガをさらに備え、ユーザトリガ
は、ボタンを備え、ボタンは、当該ボタンを押すとコントローラの第１の始動が生じ、当
該ボタンを２度押すとコントローラの第２の始動が生じるように構成される。
【０００９】
　選択的に、装置は、コントローラを制御するユーザトリガをさらに備え、ユーザトリガ
は、レバーを備え、レバーは、当該レバーを引くとコントローラの第１の始動が生じ、当
該レバーを押すとコントローラの第２の始動が生じるように構成される。
【００１０】
　選択的に、装置は、コントローラを制御するユーザトリガをさらに備え、ユーザトリガ
は、ペダルを備え、ペダルは、当該ペダルを踏むとコントローラの第１の始動が生じ、当
該ペダルを２度踏むとコントローラの第２の始動が生じるように構成される。
【００１１】
　選択的に、流体路の第１の組合せと流体路の第２の組合せとは、チューブ内に共に配置
される。
　流体路の第１の組合せは、内視鏡の遠位端の前方噴流開口を通って開口する流体路を含
み得る。
【００１２】
　流体路の第２の組合せは、内視鏡の遠位端の前方噴流開口と、内視鏡の遠位端の少なく
とも１つの側方噴流開口とを通って開口する流体路を含み得る。
　選択的に、ポンプは、コントローラの第１の始動時に、流体路の第１の組合せを経由し
て第１の方向に流体を導き、コントローラの第２の始動時に、流体路の第２の組合せを経
由して第２の方向に流体を導くように構成され、第１の方向は第２の方向と異なる。
【００１３】
　選択的に、装置は、外部源とポンプとの間に配置された第１の流体路内の第１の逆止弁
と、外部源とポンプとの間に配置された第２の流体路内の第２の逆止弁とをさらに備え、
第１の流体路は第２の流体路から分離している。選択的に、第１の流体路は、流体路の第
１の組合せと流体連通し、第２の流体路は、流体路の第２の組合せと流体連通し、第１の
流体路は、流体路の第２の組合せと流体連通しておらず、第２の流体路は、流体路の第１
の組合せと流体連通していない。
【００１４】
　本明細書は、内視鏡の外部の流体源から内視鏡内に配置された複数の流体路への流体の
流方向を制御する方法も開示しており、該方法は、ユーザ入力をトリガに受け取るステッ
プと、トリガに基づき、コントローラを用いてチューブに接続されたポンプを始動するス
テップと、を含み、チューブは、流体路の第１の組合せと流体路の第２の組合せを備え、
ポンプは、ポンプの第１の始動時に、外部源から流体路の第１の組合せへの第１の方向に
流体を流れさせ、ポンプの第２の始動時に、外部源から流体路の第２の組合せへの第２の
方向に流体を流れさせる。
【００１５】
　選択的に、ポンプは、蠕動ポンプである。
　選択的に、トリガは、ボタンを備え、ボタンを１度押すとポンプの第１の始動が可能に
なり、ボタンを２度押すとポンプの第２の始動が可能になる。
【００１６】
　選択的に、トリガは、レバーを備え、レバーを引くとポンプの第１の始動が可能になり
、レバーを押すとポンプの第２の始動が可能になる。
　選択的に、トリガは、レバーを備え、レバーを１度引く又は押すと、ポンプの第１の始
動が可能になり、レバーを２度押す又は引くとポンプの第２の始動が可能になる。
【００１７】
　選択的に、トリガはペダルを備え、ペダルを１度押すとポンプの第１の始動が生じ、ペ
ダルを２度押すとポンプの第２の始動が生じる。
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　選択的に、流体路の第１の組合せと流体路の第２の組合せは、チューブ内に共に配置さ
れる。
【００１８】
　流体路の第１の組合せは、内視鏡の遠位端の前方噴流開口を通って開口する流体路を含
み得る。
　流体路の第２の組合せは、内視鏡の遠位端の前方噴流開口と、内視鏡の遠位端の少なく
とも１つの側方噴流開口とを通って開口する流体路を含み得る。
【００１９】
　選択的に、ポンプは、ポンプの第１の始動時に、流体路の第１の組合せを経由して第１
の方向に流体を導き、ポンプの第２の始動時に、第２の組合せの流体路を介して第２の方
向に流体を導くように構成され、第１の方向は第２の方向と異なる。
【００２０】
　選択的に、第１の逆止弁は、外部源とポンプとの間に配置された第１の流体路に含まれ
、第２の逆止弁は、外部源とポンプとの間に配置された第２の流体路に含まれ、第１の流
体路は第２の流体路から分離されている。選択的に、第１の流体路は、流体路の第１の組
合せと流体連通し、第２の流体路は、流体路の第２の組合せと流体連通し、第１の流体路
は、流体路の第２の組合せと流体連通しておらず、第２の流体路は、流体路の第１の組合
せと流体連通していない。
【００２１】
　本明細書は、内視鏡の外部の供給源から内視鏡内に配置された複数の流体路への流体の
流方向を制御するためのシステムも開示しており、該システムは、外部源から少なくとも
流体路の第１の組合せと流体路の第２の組合せへ流体を導くように構成されるポンプと、
ポンプの始動システムであって、始動システムによる第１の始動時に、ポンプが流体を流
体路の第１の組合せへ導き、始動システムによる第２の始動時に、ポンプが流体を流体路
の第２の組合せへ導く始動システムと、マルチプル流体路に接続されて、第１の始動と第
２の始動の間に流体流を制御する少なくとも１つの逆止弁と、を備える。
【００２２】
　選択的に、始動システムは、ボタンを備え、第１の始動は、ボタンを１度押すことを含
み、第２の始動は、ボタンを２度押すことを含む。
　選択的に、始動システムは、レバーを備え、第１の始動は、レバーを引くことを含み、
第２の始動はレバーを押すことを含む。
【００２３】
　選択的に、始動システムは、ペダルを備え、第１の始動は、ペダルを１度押すことを含
み、第２の始動は、ペダルを２度押すことを含む。
　選択的に、ポンプは、蠕動ポンプである。
【００２４】
　選択的に、流体路の第１の組合せは、内視鏡の遠位端の前方噴流開口を通って開口する
流体路を備える。選択的に、流体路の第２の組合せは、内視鏡の遠位端の前方噴流開口と
、内視鏡の遠位端の少なくとも１つの側方噴流開口とを通って開口する流体路を備える。
【００２５】
　選択的に、システムは、複数の内視鏡流体路を収容する少なくとも１つの内視鏡コネク
タをさらに備える。選択的に、少なくとも１つの内視鏡コネクタは、内視鏡内に配置され
る。選択的に、少なくとも１つの内視鏡コネクタは、内視鏡の外部の主制御ユニット内に
配置される。
【００２６】
　本明細書の前述の及び他の実施形態は、以下に提供される図面及び詳細な説明において
より深く記載する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
　本発明のこれら及び他の特徴及び利点は、添付の図面に関連して検討される際、以下の
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詳細な説明を参照することによってよりよく理解されることになると認識されるであろう
。
【図１】本明細書の一実施形態による内視鏡アセンブリの先端部の分解図。
【図２Ａ】本明細書の一実施形態による内視鏡アセンブリの先端部の斜視図。
【図２Ｂ】本明細書の一実施形態による内視鏡アセンブリの先端部の別の斜視図。
【図３Ａ】本明細書の一実施形態によるマルチ噴流内視鏡アセンブリの先端部の斜視図。
【図３Ｂ】図３Ａのマルチ噴流内視鏡アセンブリの先端部の第１の側方斜視図。
【図３Ｃ】図３Ａのマルチ噴流内視鏡アセンブリの先端部の第２の側方斜視図。
【図３Ｄ】図３Ａのマルチ噴流内視鏡アセンブリの流体路コンポーネントの斜視図。
【図４】従来技術において知られている例示的な主コネクタを示す図。
【図５Ａ】本明細書の一実施形態による、二方向噴流ポンプが単一配管チューブを通って
主コネクタに流体を流すことができる実施形態を示す図。
【図５Ｂ】本明細書の一実施形態による例示的な接続システムを示す図。
【図５Ｃ】本明細書の一実施形態による、二方向噴流ポンプと内視鏡との間の接続を示す
ブロック図。
【図５Ｄ】本明細書の一実施形態による二方向ポンプの例示的な動作を示す図。
【図６】本明細書の一実施形態による、内視鏡の外部源から内視鏡内に配置された複数の
流体路への流体の流方向を制御する例示的な方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　一実施形態において、外部源から内視鏡内のマルチプル流体路の組合せへの流体の流れ
を制御するポンプが内視鏡に設けられており、該マルチプル流体路は、マルチ噴流内視鏡
アセンブリの前方噴流開口に、又は前記前方噴流開口と少なくとも１つの側方噴流開口と
に、流体を供給する。各種実施形態において、ポンプは、二方向ポンプであり、内視鏡の
前方噴流開口への流体の制御も、前方噴流開口と側方噴流開口への流体の制御も可能であ
る。各種実施形態において、本明細書の流体流制御システムは、２０１４年５月１５日に
出願された米国特許出願第１４／２７８，２９３号の「２つの前方サービス路を有するマ
ルチビュー素子内視鏡」に記載されるものと同様のマルチビュー素子内視鏡と共に動作す
ることを意図され、該出願は引用により全文を本明細書に組み込む。
【００２９】
　本明細書は多数実施形態に関する。以下の開示は、当業者が本発明を実施できるように
提供される。本明細書で使用される文言は、いずれかの特定の実施形態の一般的な否認と
して解釈されるべきではなく、また特許請求の範囲を、明細書内で使用される用語の意味
を超えて限定するために使用されるべきでもない。本明細書で定義される一般的な原理は
、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく、他の実施形態及び用途に適用され得る。
また、使用される用語及び表現は、例示的な実施形態を説明するためのものであり、限定
的なものとみなされるべきではない。したがって、本発明には、開示された原理及び特徴
に合致する多くの代替、変更、及び、均等物を含む最も広い範囲が与えられるべきである
。明瞭化のため、本発明に関連する技術分野において既知である技術的材料に関する詳細
は、本発明を不必要に不明瞭にしないように詳細には記載していない。本出願の説明及び
特許請求の範囲において、「備える」、「含む」、「有する」という文言及びその形式は
、それぞれ、必ずしもその文言が関連し得る列挙された構成要素に限定されない。
【００３０】
　本明細書では、特定の実施形態に関連して説明されるあらゆる特徴又は構成要素は、他
に明白に示されない限り、いずれかの他の実施形態で使用及び実現され得ることに留意す
べきである。
【００３１】
　ここで、各種実施形態による、少なくとも１つの前方作業／サービス路を備えるマルチ
ビュー素子内視鏡アセンブリ１００の先端部２００の分解図である図１を参照する。いく
つかの実施形態の一側面は、１つ以上の側方作業／サービス路を備えた先端部２００を有
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する内視鏡アセンブリ１００にも関する。
【００３２】
　本明細書で言及する「内視鏡」という用語は、いくつかの実施形態によれば、特に結腸
鏡又は胃鏡を指す場合があるが、結腸鏡及び胃鏡に限定されないことに留意されたい。「
内視鏡」という用語は、中空器官の内部又は体腔を検査するために使用されるあらゆる器
具を指し得る。
【００３３】
　一実施形態によれば、内視鏡１００の先端部２００は、先端カバー３００と、電子回路
基板アセンブリ４００と、流体路コンポーネント６００とを含む。
　いくつかの実施形態によれば、流体路コンポーネント６００は、電子回路基板アセンブ
リ４００とは別個の構成要素として構成され得る。この構成は、流体路コンポーネント６
００内に位置する流体路、すなわち、側方サービス路６５０といった少なくとも１つの側
方サービス路と、作業／サービス路６４０といった少なくとも１つの前方作業／サービス
路とを、電子回路基板アセンブリ４００の領域に配置される可能性のある繊細な電子部品
及び光学部品から分離するように適合させ得る。このように、先端部２００のコンポーネ
ント構造は、マルチプル流体路から複数の電子素子を効果的に絶縁することを可能にする
。
【００３４】
　先端部２００は、屈曲部、たとえば椎骨機構とも呼ばれる可撓性シャフトを介して方向
転換可能であってもよい。
　いくつかの実施形態において、電子回路基板アセンブリ４００は、前方ビュー素子１１
６と、前方ビュー素子１１６と類似の少なくとも１つの側方ビュー素子１１６ｂとを担持
するように構成されており、限定されないが、電荷結合素子（ＣＣＤ）又は相補型金属酸
化膜半導体（ＣＭＯＳ）画像センサなどのセンサを含み得る。加えて、電子回路基板アセ
ンブリ４００は、側方ビュー素子１１６ｂの反対側に配置される、前方ビュー素子１１６
と同様の第２の側方ビュー素子を担持するように構成することができ、該第２の側方ビュ
ー素子は、限定されるものではないが、電荷結合素子（ＣＣＤ）又は相補型金属酸化物半
導体（ＣＭＯＳ）画像センサなどのセンサを含み得る。
【００３５】
　加えて、電子回路基板アセンブリ４００は、一実施形態において、前方ビュー素子１１
６に関連付けられ、前方ビュー素子１１６の視野をほぼ照らすように配置される前方照明
器２４０ａ，２４０ｂ，２４０ｃを担持するように構成され得る。
【００３６】
　加えて、電子回路基板アセンブリ４００は、一実施形態において、側方ビュー素子１１
６ｂに関連付けられ、側方ビュー素子１１６ｂの視野をほぼ照らすように配置される側方
照明器２５０ａ，２５０ｂを担持するように構成され得る。また、電子回路基板アセンブ
リ４００は、側方ビュー素子１１６ｂの反対側に配置される、側方照明器２５０ａ，２５
０ｂと同様の側方照明器を担持するように構成することができ、該側方照明器は、第２の
側方ビュー素子に関連付けられる。
【００３７】
　前方照明器２４０ａ，２４０ｂ，２４０ｃ及び側方照明器２５０ａ，２５０ｂは、なん
らかの分離照明器であってもよく、発光ダイオード（ＬＥＤ）を含むことができ、この発
光ダイオードは、白色ＬＥＤ、赤外線ＬＥＤ、近赤外線ＬＥＤ、紫外光ＬＥＤ、又はなん
らかの他のＬＥＤであってもよい。
【００３８】
　分離照明器についての「分離」という文言は、たとえば光ファイバのような遠隔で生成
された光を単に伝送するだけの非分離照明器とは全く異なり、内部で光を生成する照明源
を指す。
【００３９】
　次に、一実施形態による内視鏡アセンブリ１００の先端部２００の斜視図である図２Ａ
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及び図２Ｂと共に図１を参照する。
　先端カバー３００は、電子回路基板アセンブリ４００及び流体路コンポーネント６００
を含む先端部２００の内側部分全体に嵌合し、内側部分の内部コンポーネントを保護する
ように構成され得る。
【００４０】
　先端カバー３００は、前方視カメラ、すなわち前方ビュー素子１１６の前方光学レンズ
アセンブリ２５６用の透明な表面、窓、又は開口を有する前方パネル３２０を含み得る。
前方光学レンズアセンブリ２５６は固定又は可動の複数のレンズを含むことができ、９０
度以上、１２０度以上、又はほぼ最大１８０度の視野を提供し得る。前方光学レンズアセ
ンブリ２５６は、約３ミリメートルから１００ミリメートルの範囲の焦点距離を提供し得
る。
【００４１】
　前方視カメラ、すなわち前方ビュー素子１１６の光軸は、内視鏡の長手寸法にほぼ沿っ
て導かれる。しかしながら、前方ビュー素子１１６は、通常は、広角ビュー素子であるた
め、その視野は、光軸に対して広角度の視界を含み得る。加えて、前方パネル３２０は、
照明器２４０ａ，２４０ｂ，２４０ｃの各々の光学窓２４２ａ，２４２ｂ，２４２ｃをそ
れぞれ含み得る。視界の照明に使用される照明源の数は、変更化可能であることに留意さ
れたい。
【００４２】
　加えて、前方パネル３２０は、作業路６４０の作業路開口３４０を含み得る。別の実施
形態において、前方パネルは２つ以上の作業路開口を含み得る。
　噴流路６４４の噴流路開口３４４は、先端カバー３００の前方パネル３２０に配置され
得る。噴流路６４４は、体腔の壁を洗浄するために、水又は生理食塩水のような流体の高
圧噴流を提供するように構成され得る。
【００４３】
　また、先端カバー３００の前方パネル３２０に配置されているのは注入口３４６であり
、該注入口３４６は、前方光学レンズアセンブリ２５６に向けたノズル３４８を有する。
注入路６４６は、流体（液体及び／又は気体）を注入して、血液、糞便、及び、その他の
欠けらなどの汚染物を、前方ビュー素子１１６の前方光学レンズアセンブリ２５６の表面
から洗浄するように構成され得る。選択的に、注入路６４６は、前方光学レンズアセンブ
リ２５６、並びに、光学窓２４２ａ，２４２ｂ，２４２ｃのうち１つ、２つ、又は全てを
洗浄するように構成され得る。注入路６４６には、体腔を洗浄及び／又は膨張させるため
に使用され得る水及び／又は気体などの流体を供給し得る。
【００４４】
　側方ビュー素子１１６ｂのための側方光学レンズアセンブリ２５６ｂは、先端カバー３
００の側壁３６２において可視であり、該側方光学レンズアセンブリ２５６ｂは、前方光
学レンズアセンブリ２５６、並びに、側方ビュー素子１１６ｂ用の照明器２５０ａ，２５
０ｂの光学窓２５２ａ，２５２ｂと同様であってもよい。また、第２側方ビュー素子用の
第２の光学レンズアセンブリは、第１の側方光学レンズアセンブリ２５６ｂの反対側であ
る先端カバー３００の側壁３６２において可視であり、該第２の光学レンズアセンブリは
、側方光学レンズアセンブリ２５６ｂ、並びに、側方ビュー素子１１６ｂ用の照明器２５
０ａ，２５０ｂの光学窓２５２ａ，２５２ｂと同様であってもよい。第１の側方光学レン
ズアセンブリ２５６ｂは、約３ミリメートルから１００ミリメートルの範囲の焦点距離を
提供し得る。
【００４５】
　第１の側方ビュー素子１１６ｂの光軸は、内視鏡の長手寸法に対して略直角に導かれ得
る。第２の側方ビュー素子の光学軸は、内視鏡の長手寸法に対して略直角に導かれ得る。
しかしながら、各側方ビュー素子は、通常は広角カメラを含むので、その視野は、光軸に
対して広い角度の視野方向を含み得る。いくつかの実施形態によれば、各側方ビュー素子
は、９０度以上、１２０度以上、又は最大略１８０度までの視野を有する。
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【００４６】
　加えて、側方注入路６６６の側方注入口２６６は、側壁３６２の遠位端に配置され得る
。ノズルカバー２６７は、側方注入口２６６に嵌合するように構成され得る。
　また、ノズルカバー２６７は、ノズル２６８を含み、該ノズル２６８は、側方光学レン
ズアセンブリ２５６ｂに向けられ、血液、糞便、及び、かすなどの汚染物質を側方ビュー
素子１１６ｂの側方光学レンズアセンブリ２５６ｂの表面から洗浄するように構成される
。流体は、体腔を膨張させるために使用することのできる気体を含み得る。選択的に、ノ
ズル２６８は、両側方光学レンズアセンブリ２５６ｂ、並びに、光学窓２５２ａ及び／又
は２５２ｂを洗浄するように構成され得る。
【００４７】
　いくつかの実施形態によれば、側方注入路６６６は、いずれかの先端要素（光学レンズ
アセンブリ、光学レンズアセンブリ、窓、照明器、及び、他の要素などのいずれか）を洗
浄するための流体を供給するように構成され得る。
【００４８】
　選択的に、注入路６４６及び側方注入路６６６は、同じ路から供給され得る。
　いくつかの実施形態によれば、先端部２００は、本明細書では一方側が提示されている
が、反対側にも、本明細書に記載の側方要素と同様の要素（たとえば、側方ビュー素子、
側方光学レンズアセンブリ、ノズル、照明器、窓、開口、及び、その他の要素）を含み得
ることに留意されたい。
【００４９】
　側壁３６２は、注入路６６６から注入された洗浄液を側方光学レンズアセンブリ２５６
ｂ、並びに、光学窓２５２ａ及び／又は２５２ｂに導くことを助ける略平らな面形状をと
ることができる。このような平らな面がない場合、所望の洗浄動作を実行しなければ、内
視鏡の先端部２００の曲面に沿って洗浄液が滴下することがある。
【００５０】
　一実施形態によれば、側壁３６２は、先端カバー３００内の切欠き／凹部内に配置され
る。このように、側方注入口２６６及び対応する側方ノズル２６８は、窪んだ側壁３６２
から立ち上がってはいるが、先端カバー３００の円筒面のレベルから著しく突出するもの
ではない。一実施形態の一側面によると、図５９Ｃに示すように、側壁３６２は、先端カ
バー３００の十分にくっきりとした、すなわち深い切欠き／凹部５９６３に配置され、側
方光学レンズアセンブリ２５６ｂのレンズアセンブリは、切欠き／凹部５９６３の中で先
端カバー３００の円筒面のレベル５９００よりも十分下方に深く埋め込まれた状態を保つ
。切欠き／凹部５９６３は、縦方向及び横方向の両方の機械的衝撃から、側壁３６２及び
そのコンポーネント（側方光学レンズアセンブリ２５６ｂ、側方照明器２５０ａ、２５０
ｂ、及び、側方ノズル２６８）を保護する。
【００５１】
　いくつかの実施形態によれば、先端部２００は、２つ以上の側方視カメラを含み得るこ
とに留意されたい。この場合、これらの側方視カメラは、視野がほぼ反対になるように設
置され得る。しかしながら、本明細書の一般的な範囲内では、様々な構成及び数の側方視
カメラを設けることが可能である。
【００５２】
　流体路コンポーネント６００は、側方サービス路開口３５０を有する側方サービス路６
５０を含む。
　図１、並びに、斜視図の図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃ及び図３Ｄは、マルチ噴流内視鏡アセ
ンブリ６５０１の先端部２００を示しており、該先端部２００は、前方噴流開口に加えて
複数の側方噴流開口を備え、本明細書の実施形態により改善された洗浄を可能にする。
【００５３】
　先端カバー３００は、電子回路基板アセンブリ４００（図１に示す）及び流体路コンポ
ーネント６００（図３Ｄに示す）を含む先端部２００の内側部分を覆い、内側部分の内部
コンポーネントを保護する。図３Ｄに示すように、流体路コンポーネント６００には、先
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端カバー３００用の複数のピン穴６７０が設けられている。さらに、図３Ｄは、電気ケー
ブル用の溝６５７２を示す。先端カバー３００は、照明器２４０ａ，２４０ｂ，２４０ｃ
の光学窓２４２ａ，２４２ｂ，２４２ｄとともに、前方視カメラ、すなわち前方ビュー素
子１１６の前方光学レンズアセンブリ２５６用の透明な表面、窓、又は開口を有する前方
パネル３２０を含む。
【００５４】
　前方パネル３２０は、作業路６４０の作業路開口３４０と、噴流路６４４の噴流路開口
３４４とを含む。噴流路６４４は、体腔の壁を洗浄するために、水又は生理食塩水のよう
な流体の高圧噴流を供給するように構成される。また、先端カバー３００の前方パネル３
２０には、注入路６４６の注入口３４６も設けられ、該注入口３４６は、前方光学レンズ
アセンブリ２５６に向けたノズル３４８を有する。注入路６４６は、流体（液体及び／又
は気体）を注入して、血液、糞便、及び、かすなどの汚染物を、前方視カメラ、すなわち
前方ビュー素子１１６の前方光学レンズアセンブリ２５６の表面から洗浄するように構成
され得る。選択的に、注入路６４６は、少なくとも前方光学レンズアセンブリ２５６の表
面と、光学窓２４２ａ，２４２ｂ，２４２ｃの１つ、２つ、又は全てを洗浄するように構
成され得る。注入路６４６には、体腔を洗浄及び／又は膨張させるために使用することが
できる水及び／又は気体などの流体が供給される。一実施形態において、前方視カメラ、
すなわち前方ビュー素子１１６の光軸は、内視鏡６５０１の先端の長手寸法にわたって延
びる中心長手軸６５０３にほぼ沿って導かれる。
【００５５】
　図３Ｂは、先端カバー３００の側壁３６２を示しており、前方光学レンズアセンブリ２
５６、並びに、側方ビュー素子用の照明器の光学窓２５２ａ，２５２ｂと同じ仕様の側方
ビュー素子用の側方光学レンズアセンブリ２５６ａの透明な表面と、窓すなわち開口とを
含む。また、図３Ｃに示すように、側方光学レンズアセンブリ２５６ａの反対側の先端カ
バー３００の側壁３６２には、側方ビュー素子１１６ｂ用の光学レンズアセンブリ２５６
ｂと、側方ビュー素子１１６ｂ用の対応する照明器の光学窓２５２ａ，２５２ｂとがある
。一実施形態において、側方ビュー素子、並びに、側方視カメラの一方又は両方の光軸は
、前方ビュー素子１１６の光学軸（内視鏡の中心長手軸６５０３に沿っている）に対して
略直角である。一実施形態において、側方ビュー素子の一方又は両方の光軸は、前方ビュ
ー素子１１６の光軸と鈍角を成し、別の実施形態において、側方ビュー素子の一方又は両
方の光軸は、前方ビュー素子１１６の光学軸と鋭角をなす。
【００５６】
　加えて、側方注入路６６６に対応する側方注入口２６６は、図３Ｂ及び図３Ｃに示すよ
うに、それぞれ、対向する側壁３６２の遠位端に配置される。各ノズルカバー２６７は、
対応する側方注入口２６６に嵌合するように構成され得る。ノズルカバーは、ノズル２６
８を含み、該ノズル２６８は、側方光学レンズアセンブリ２５６ａ、２５６ｂに向けられ
、流体を注入して、血液、糞便、及び、かすなどの汚染物質を側方ビュー素子の側方光学
レンズアセンブリ２５６ａ、２５６ｂの少なくとも表面から洗浄するように構成される。
流体は、体腔を膨張させるために使用することのできる気体を含み得る。選択的に、ノズ
ル２６８は、側方光学レンズアセンブリと、先端部２００の各側の両光学窓とを洗浄する
ように構成され得る。
【００５７】
　いくつかの実施形態によれば、側方注入路６６６は、いずれかの先端要素（光学レンズ
アセンブリ、光学レンズアセンブリ、窓、照明器、及び、他の要素などのいずれか）を洗
浄するための流体を供給するように構成され得る。選択的に、注入路６４６と側方注入路
６６６とは、同じ路から供給され得る。
【００５８】
　図３Ａ～図３Ｄに示すように、一実施形態によれば、共通の側方噴流路６５０６から供
給を受ける２つの側方噴流開口６０５ａ、６１０ａは、先端部２００の近位端の側縁の周
りに設けられる。したがって、共通側方噴流路６５０６から供給を受ける２つの側方噴流
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開口６０５ａ、６１０ａは、以下により詳細に説明するようにＹ字型流体導管を形成する
。図３Ｄに示すマニフォールドは、部分的に円筒形状のハウジングを含み、該ハウジング
は、湾曲した上面と、部分的に湾曲した第１の側面と、部分的に湾曲した第２の側面とを
有する。マニフォールド・ハウジングは、第１の幅、第１の長さ、及び、近位面を有する
ベース部と、ベース部に装着され、第２の幅、第２の長さ、及び、遠位面を有する長尺部
とから形成されており、第１の幅は、第２の幅よりも大きく、第１の長さは、第２の長さ
よりも短い。第１の路６４０は、ベース部から延びて長尺部を通り、ベース部の近位面に
位置する入口ポートと、長尺部の遠位面に位置する出口ポートとを有する。第２の路６４
４は、ベース部から延びて長尺部を通り、ベース部の近位面に位置する入口ポートと、長
尺部の遠位面に位置する出口ポートとを有する。
【００５９】
　Ｙ字型流体導管は、中央ステム部すなわち共通側方噴流路６５０６と、第１の分岐部６
５２５と、第２の分岐部６５２６とを備え、中央ステム部６５０６は、ベース部の近位面
の入口ポート６０７から延びてベース部を通り、第１の分岐部６５２５は、中央ステム部
の終端からベース部を通り、部分的に湾曲した第１の側面の出口ポートまで延び、第２の
分岐部６５２６は、中央ステム部の端部からベース部を通り、部分的に湾曲した第２の側
の出口ポートまで延びる。一実施形態において、第１の分岐部６５２５から延びる出口ポ
ートは、側方噴流開口６０５ａを形成し、第２の分岐部６５２６から延びる出口ポートは
、側方噴流開口６１０ａを形成する。
【００６０】
　第３の路６４６は、ベース部の近位面の入口ポートから、部分的に湾曲した第１の側面
の出口ポートまで通って延びる。第４の路６５１６は、ベース部の近位面の入口ポートか
ら、部分的に湾曲した第２の側の出口ポートまで通って延びる。第１、第２、第３、及び
、第４の路は、それぞれ、流体隔離され、互いに分離されている。
【００６１】
　共通側方噴流路６５０６は、流体路コンポーネント６００の近位端に入口ポート６０７
を有する。同様に、別の共通側方噴流路から供給を受ける２つの側方噴流開口６０５ｂ、
６１０ｂは、側方噴流開口６０５ａ及び６１０ａの反対側に設けられる。一実施形態にお
いて、先端の両側の２つの側方噴流開口６０５ａ、６０５ｂ、６１０ａ、６１０ｂは、側
方注入口２６６（先端の両側にある）がそれらの間に位置するように配置される。加えて
、一実施形態において、先端の両側の２つの側方噴流開口６０５ａ、６０５ｂ、６１０ａ
、６１０ｂは、側方視カメラの（先端の両側にある）側方光学レンズアセンブリ２５６ａ
、２５６ｂの近傍に配置されて、流体が側方噴流開口から噴出されるとき、流体は、約４
５度の角度で、かつ、カメラを通過して飛ばされるので、医師が排出される流体を見るこ
とができる。流体は、水又は生理食塩水であり得る。
【００６２】
　別の実施形態において、側方噴出口は、２、４、６、又は８を含むあらゆる適切な個数
で側方外周の周りに構成し得ることに留意されたい。また、それらの側方噴流開口は、複
数の傾斜構造を有し得るため、側方ビュー素子の側方光学レンズアセンブリと対応する照
明器の光学窓とを含むが、前方ビュー素子の前方光学レンズを含まない一縦断面に対して
、相対的に様々な角度で流体を射出させ得る。一実施形態において、側方ビュー素子の光
軸は、内視鏡の中心長軸６５０３に沿った前方ビュー素子の光軸に対するのと同様に、一
縦断面に対して直角である。これらの流体射出角度は、一縦断面に対して４５度から６０
度又は１２０度から１３５度の範囲をとり得る。４５度から６０度の出口の鋭角は、内視
鏡の移動方向に流体を排出することを可能にし、１２０度から１３５度の出口の鈍角は、
内視鏡の移動方向と逆方向に流体を排出することを可能にすることによって、体腔内の内
視鏡の動きを支援する。これは、噴流が内視鏡の移動方向と逆方向に向けられる場合、結
腸壁の抵抗がジェットエンジンのように内視鏡を前方に押すことができるからである。
【００６３】
　一実施形態によれば、側方噴流開口は、内視鏡の外周の側方光学レンズアセンブリから
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５ミリメートルから１０ミリメートルまで、好ましくは８．５ミリメートルから９．５ミ
リメートルまでの範囲の距離に配置され、噴流開口から出る流体は、側方光学レンズアセ
ンブリ及び対応する側方光学窓を含む（しかし、前方ビュー素子の前方光学レンズアセン
ブリを含まない）一縦断面に対して５０度～６０度の角度をなす。また、側方噴流開口は
、一実施形態において、約１．４ミリメートルから１．７ミリメートルの直径を有する。
【００６４】
　図１及び図３Ａ～図３Ｄを参照して、一実施形態において、噴流分配器が設けられ、該
噴流分配器は、図３Ａ～図３Ｄのマルチ噴流内視鏡先端６５０１の６０５ａ、６０５ｂ、
６１０ａ、６１０ｂなどの各側方噴流開口と、前方噴流開口３４４とに流体を供給する。
噴流分配器は、通常は、内視鏡先端部６５０１において、前方噴流開口３４４、右方噴流
開口６０５ａ、６１０ａ、及び、左方噴流開口６０５ｂ、６１０ｂに流体を供給するため
の３つの流体路を備える。
【００６５】
　図４は、従来技術において既知である主コネクタ４０００の例示的実施形態を示す。噴
流コネクタポート４００２は、複数の噴流開口を含む内視鏡での使用に適合されている。
いくつかの実施形態において、噴流コネクタポート（補助給水ポートとも称される）４０
０２は、マルチ噴流内視鏡の前方噴流開口及び少なくとも１つの側方噴流開口への噴流流
を可能にする複数の路開口を有する。噴流路は、汎用ケーブル４００４内に配置され、マ
ルチ噴流内視鏡の遠位端のそれぞれの前方噴流開口及び側方噴流開口を介して流体を導く
ために使用される。いくつかの実施形態において、水ボトルポート（水コネクタ）４００
６は、水ボトル又は病院施設などの水供給源に接続されて、内視鏡先端内に配置された通
気及び／又は灌注システムに流体を供給する。図４は、システムを電源に接続し、主コネ
クタ４０００の電気的及び電子的コンポーネントを動作させる電力を供給するための電気
コネクタ４００８を含む、主コネクタ４０００の他の標準的なコンポーネントを示す。気
体路４０１０は、気体流を内視鏡の先端に供給し得る。主制御ユニットの表面の収納構造
に嵌入するように構成された細長突出部材４０１２も図示されている。
【００６６】
　図５Ａ及び図５Ｂを参照して、一実施形態において、二方向噴流ポンプ５００２が内視
鏡５０４０の外部に配置され、内視鏡５０４０の主制御ユニット５０３２に接続される。
一実施形態において、ポンプ５００２は、噴流コネクタポート５０５８によって主コネク
タ５０３０に接続される。一実施形態において、噴流コネクタポート５０５８は、図４の
文脈で説明した噴流コネクタポート４００２と同様のものである。図５Ａが示す実施形態
において、二方向噴流ポンプ５００２は、チューブ５０５０を通って主コネクタ５０３０
へ流れる流体流の制御を可能にする。各種実施形態において、単一流体流路は、流体をマ
ルチプル流体路に巡らせることが可能であり、該マルチプル流体路は、内視鏡５０４０の
遠位端５０２０の前方パネルと側方パネルとにそれぞれ配置される前方噴流開口及び／又
は側方噴流開口を通って分配するための前方噴流路及び／又は側方噴流路を含む。各種実
施形態において、流体路の第１の組合せと流体路の第２の組合せとは、チューブ５０５０
内に共に配置される。一実施形態において、流体路の第１の組合せは、前方噴流開口に通
じる内視鏡内の前方噴流路に接続される。同様に、流体路の第２の組合せは、前方噴流開
口及び１つ以上の側方噴流開口に通じる内視鏡内の前方噴流路及び側方噴流路に接続され
る。
【００６７】
　図示されるように、一実施形態において、二方向噴流ポンプ５００２は、少なくとも３
つの出口管５０２２，５０２４，５０２６によって内視鏡５０４０の噴流コネクタポート
５０５８の３つの噴流開口に流体を供給するものであり、そのうちの管５０２４，５０２
６は、遠位端５０２０の側壁に位置する２つの側方噴流開口を通る流体を分配させる側方
噴流路につながる。管５０２２は、遠位端５０２０の前面の前方噴流開口を介して流体を
分配させる前方噴流路につながる。したがって、図５Ａに示される実施形態では、単一の
ポンプ５００２によって、前方噴流開口にも前方噴流開口及び側方噴流開口にも通る流体
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流を制御し得る。
【００６８】
　二方向噴流ポンプ５００２は、接続システムの使用によって、ポート５０５８のところ
で主制御ユニット５０３２に接続し得る。図５Ｂは、本明細書の実施形態による例示的接
続システム５５００を示す。本明細書の実施形態によれば、接続システム５５００は、ポ
ート５０５８とチューブ５０５０との間の接続機構を提供する水噴流コネクタ５０５２を
備える。チューブ５０５０は、水噴流コネクタ５０５２と二方向噴流ポンプ５００２とに
接続される。一実施形態において、コネクタ５０５２は、ルアーコネクタであり、或いは
、医療機器上で雄型テーパ継手と雌型部品との間に漏れのない接続を形成するために使用
される小型流体継手の接続システムを可能にする、あらゆる他のタイプのコネクタである
。
【００６９】
　図５Ｃは、本明細書の実施形態による、二方向噴流ポンプと内視鏡５０４０との間の接
続を示すブロック図である。各種実施形態において、二方向噴流ポンプは、噴流ポンプ５
００２などのポンプを含む。噴流ポンプ５００２は、少なくとも２つの流体管５００６，
５００８を介して、水タンク５００４などの流体源から流体を汲み出す。一実施形態にお
いて、管５００６，５００８は、単一チューブ、導管、又はチューブ５０５０内に隣接し
て配置される。各種実施形態において、管５００６は、流体を前方噴流開口５０１０に供
給する流体路の第１の組合せの一部を形成し、管５００８は、流体を前方噴流開口５０１
０及び側方噴流開口５０１８に供給する流体路の第２の組合せの一部を形成する。
【００７０】
　実施形態において、第１の流体管５００６は、内視鏡５０４０の遠位端５０２０の前方
パネル５０１２の前方噴流路５０１４と前方噴流開口５０１０とを介して前方噴流開口へ
向けて水を汲み出す経路を提供する。第１の流体管５００６を通ってポンプ５００２によ
って汲み出した水は、前方噴流路５０１４を経由して前方噴流開口５０１０から分配され
るべく、導かれ得る。図５Ｃは、流体が前方噴流開口５０１０に向かって流れるための、
流体路の第１の組合せに対応する流体経路５０３２を示す。経路５０３２は、管５００６
を通り、ポンプ５００２を経由し、路５０１４を通って遠位端の前方噴流開口５０１０に
向かう太線で示されている。
【００７１】
　実施形態において、第２の流体管５００８は、内視鏡の前方噴流開口及び１つ以上の側
方噴流開口へ向けて水を汲み出す経路を提供する。図５Ｃは、流体が内視鏡５０４０の前
方噴流開口５０１０及び１つ以上の側方噴流開口５０１８に向かって流れるための流体路
の第２の組合せに対応する流体経路５０３４を示す。経路５０３４は、管５００８を通り
、ポンプ５００２を介して、遠位端の前方噴流開口５０１０と側方噴流開口５０１８とに
向かう太い点線で示される。第２の流体管５００８を通って汲み出された水は、前方噴流
開口５０１０と１つ以上の遠位端側方噴流開口５０１８とを通って分配されるように、前
方噴流路５０１４と側方噴流路５０１６とを通過し得る。噴流開口５０１０，５０１８は
、内視鏡の遠位端５０２０内に配置される。
【００７２】
　ポンプ５００２は、流体の噴流を前方噴流開口に、１つ以上の側方噴流開口に、又は前
方噴流開口と側方噴流開口との両方に同時に導くように適合された二方向ポンプである。
流体は、ポンプ５００２によって、３つの流体管５０２２，５０２４，５０２６を介して
、内視鏡５０４０の遠位端５０２０の３つの噴出口に供給される。一実施形態において、
３つの出口流体管５０２２，５０２４，５０２６のそれぞれは、遠位端５０２０内に配置
された流体路に流体を供給する。一実施形態において、管５０２４，５０２６は、流体を
側方噴流路５０１６に供給し、管５０２２は、流体を前方噴流路５０１４に供給する。
【００７３】
　一実施形態において、３つの出口流体管５０２２，５０２４，５０２６は、管５００６
，５００８を備えるチューブ５０５０内に配置される。一実施形態において、流体が前方
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噴流開口５０１０と側方噴流開口５０１８とに移動する経路を提供する管５００８は、少
なくとも２つ以上の管に接続されており、これらの管は、管５００８から分岐している。
図において、管５００８は、管５０２２，５０２４，５０２６に分岐するように示されて
いる。各種実施形態において、管５０２２，５０２４，５０２６は、並列なパイプライン
である。管５０２２は、前方噴流路５０１４に接続され、管５０２４，５０２６は、側方
噴流路５０１６に接続される。各種実施形態において、管５００６は、下流側で前方噴流
路５０１４と接続するために、管５０２２に合流する。各種実施形態において、管５０２
２，５０２４，５０２６は、主コネクタ（図５Ｂに示す）を介して対応する路に接続され
る。３つの管５０２２，５０２４，５０２６は、コネクタ５０５２（図５Ａ及び図５Ｂに
示す）に沿ってチューブ５０５０（図５Ａ及び５Ｂに示す）に埋め込まれている。管５０
２２，５０２４，５０２６は、コネクタポート５０５８（図５Ａ及び図５Ｂに示す）の関
連する路に位置合わせされる。主コネクタはまた、内視鏡の主制御ユニットとして機能す
るコントローラユニットにも結合される。
【００７４】
　様々な実施形態において、噴流を生じさせ患者の体管腔を洗浄するため、内視鏡５０４
０を操作するユーザ／医師は、限定はされないが、内視鏡のハンドル、主制御ユニット、
又は内視鏡の制御パネルに配置されたボタンなどの始動システムを使用することができ、
ボタンが押されるとコントローラがポンプを始動させることによって、水が２方向のうち
の一方の方向に導かれ、又は遮断される。たとえば、内視鏡のボタンが押されると、ボタ
ンとデータ通信しているコントローラは、二方向噴流ポンプ５００２に所定の速度で内視
鏡の３つの流体路５０２２，５０２４，５０２６の１つ、２つ、又は全てに流体の供給を
開始させる。別の実施形態において、管５００６を通る流体に圧力を加え、流体を前方噴
流開口に供給するため、ボタンを１度押してポンプを始動し得る。この実施形態において
、管５００８を通る流体に圧力を加え、流体を前方噴流開口と側方噴流開口に供給するた
め、ボタンを２度押してコントローラにポンプを始動させることができる。別の実施形態
において、ユーザ／医師は、コントローラに噴流ポンプ５００２を始動させるためにフッ
トペダルを踏む必要がある。したがって、各種実施形態において、二方向モータポンプ５
００２は、押しボタン、レバー、若しくはなんらかの他の既知のトリガ、又は始動機構に
よって操作されて、流体を１つ、２つ、及び／又は３つ全ての流体路に流す。始動機構を
所定回数押すことは、流体が流体路の特定の１つ又は組合せを通って流れることに対応す
る。本明細書の実施形態の動作中、ユーザは、前方噴流開口５０１０を介して流体を供給
するか、或いは、前方噴流開口５０１０と側方噴流開口５０１８とを介して流体を供給す
るか、というオプションを選択する。
【００７５】
　ユーザが流体を前方噴流開口５０１０のみに供給することを選択した場合、ポンプ５０
０２が始動して、管５００６を介して流体に圧力を加える。一実施形態において、動作を
制御するため、一連の逆止弁５０２８が経路５０３２に沿って配置されて始動される。各
逆止弁５０２８は、確実に流体が管を一方向にのみ流れるようにする。ポンプ５００２は
、流体を前方噴流開口５０１０に供給するために、経路５０３２によって示される方向に
流体を汲み出す。第１の弁５０２８は、タンク５００４とポンプ５００２との間の管５０
０６に配置されて、確実に流体が所望の経路５０３２の方向に流れるようにし得る。第２
の逆止弁５０２８は、ポンプ５００２と、前方噴流路５０１４に接続された管５０２２と
の間に配置し得る。第２の弁５０２８はまた、確実に流体が経路５０３２の方向に流れる
ようにし、ポンプ５００２は、同じ方向に管５００６から流体を汲み出す。
【００７６】
　ユーザが前方噴流開口５０１０及び側方噴流開口５０１８に同時に流体を供給すること
を選択した場合には、ポンプ５００２が始動して、管５００６の方向とは逆方向に管５０
０８へ流体を送り込む。一連の逆止弁５０２９は、確実に前方噴流開口５０１０及び側方
噴流開口５０１８に流体を供給するため、流体が経路５０３４の方向に流れるようにする
。いくつかの実施形態において、第１の逆止弁５０２９は、管５００８に沿ってタンク５
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００４とポンプ５００２との間に配置される。第２の逆止弁５０２９は、ポンプ５００２
と、管５００８が管５０２２，５０２４，５０２６に分岐する点の上流側との間で、管５
００８に沿って配置し得る。
【００７７】
　図５Ｄは、本明細書の実施形態による二方向ポンプ５００２の例示的な動作を示す。各
種実施形態において、ポンプ５００２は、蠕動ポンプであり、チューブの交互の圧縮と弛
緩とに基づき動作する。管５００６，５００８は、回転シュー、すなわちローラ５０３０
の周りに巻かれた単一連続チューブを形成し得る。回転シュー、すなわちローラ５０３０
は、ポンプ５００２を形成する。ローラ５０３０がチューブの長さに沿っている結果、チ
ューブの２つの端部は、ローラ５０３０の両側にある。これらの２つの端部は、２つの経
路５０３２（管５００６に対応する）と経路５０３４（管５００８に対応する）を形成し
得る。動作中、ローラ５０３０は、流体が２つの経路５００６，５００８のうちの選択さ
れた１つを介して吸引されるように、チューブを圧縮するとともにチューブの２つの側の
間を封止する。ローラ５０３０が一方向に回転すると、流体は一方の経路に引き込まれる
一方、ローラ５０３０が反対方向に回転すると、流体は他方の経路に引き込まれる。した
がって、一方向の動作は、流体を前方噴流開口と側方噴流開口に供給し、他方向の動作は
、流体を前方噴流開口のみに供給し得る。各種実施形態において、単一のトリガ機構（単
一のボタン、レバー、ペダル、又はその他のもの）を切り替えて、ポンプ５００２の方向
を変えることができる。
【００７８】
　図６は、内視鏡の外部源から内視鏡内に配置されたマルチプル流体路への流体流の方向
を制御する例示的方法を示すフローチャートである。図５Ａ、図５Ｂ、及び、図５Ｃを共
に参照して、ステップ６０２において、ユーザは、チューブ５０５０に接続されたポンプ
５００２を始動させる。各種実施形態において、チューブ５０５０は、チューブ５０５０
内に共に配置される流体路の第１の組合せと流体路の第２の組合せとを含む。経路５０３
２に対応する流体路の第１の組合せは、流体を前方噴流開口５０１０に導く一方、経路５
０３４に対応する流体路の第２の組合せは、流体を前方噴流開口５０１０と側方噴流開口
５０１８とに導く。したがって、ステップ６０４において、システムは、ユーザが、流体
を前方噴流開口５０１０のみに送るようにポンプを始動させたか、或いは、流体を前方噴
流開口５０１０と側方噴流開口５０１８とに同時に送るようにポンプを始動させたかを判
定する。ユーザが第１の選択肢の始動をさせた場合、６０６において、流体は、ポンプ５
００２によって流体路の第１の組合せを含む経路５０３２を経由し、前方噴流路５０１４
に導かれる。ユーザが第２の選択肢の始動をさせた場合、６０８において、流体は、ポン
プ５００２によって流体路の第２の組合せを含む経路５０３４を介して前方噴流路５０１
４及び側方噴流路５０１６に導かれる。
【００７９】
　上記の例は、本発明のシステムの多くの用途の例示にすぎない。本発明のわずかな実施
形態のみが本明細書に記載されているが、本発明は、本発明の趣旨又は範囲から逸脱する
ことなく他の多くの特定の形態で具体化され得ることを理解されたい。したがって、本実
施例及び実施例は例示的であって限定的ではないと考えられるべきで、本発明は添付の特
許請求の範囲内で変更し得る。
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